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船舶インシデント調査報告書 

 

  平成２６年１月９日      

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

インシデント種類 運航不能（船体傾斜） 

発生日時 平成２５年９月２２日 １９時０５分ごろ 

発生場所 長崎県新上五島町小串
こ ぐ し

漁港東方沖 

 新上五島町所在の継子瀬
ま ま こ せ

灯台から真方位００６°３.１海里付近 

（概位 北緯３３°０３.２′ 東経１２９°０６.９′） 

インシデント調査の経過 平成２５年９月２４日、本インシデントの調査を担当する主管調査

官（長崎事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第一しんうおのめ、１９トン  

ＮＳ２－２４０９２（漁船登録番号）、新魚目町漁業協同組合 

２５.３０ｍ×４.７７ｍ×１.８６ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、漁船法馬力数１９０、平成１１年１２月２０日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ５３歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

免許登録日 平成１７年６月９日 

免許証交付日 平成２２年３月１６日 

         （平成２７年６月９日まで有効） 

甲板員Ａ 男性 ４５歳 

甲板員Ｂ 男性 ３４歳 

 死傷者等 なし 

 損傷 照明用分電盤の電磁接触器が漏電、右舷バラストタンク用配管の連結

部が破損、燃料が海水混入で汚損 

 インシデントの経過 本船は、船長ほか甲板員２人が乗り組み、‘約９割が漁獲物であ

り、漁獲物の上に氷を入れて１箱約１５㎏とした縦約６０㎝、横約３

７㎝及び深さ約１２㎝の鮮魚積載用木箱’（以下「鮮魚木箱」とい

う。）１,６４６箱を積み、長崎県佐世保市相浦
あいのうら

漁港に水揚げするた

め、平成２５年９月２２日１８時４５分ごろ、小串漁港を出港し、佐

世保市黒
くろ

島に向け、機関を回転数毎分約６００の低速として対地速力

約３ノットで東北東進した。 

本船は、１９時００分ごろ、新上五島町小
こ

島の東方約５００ｍにお

いて、北東の波を左舷前方から受けて右舷に約５°傾斜し、その後も

右舷傾斜の増加が続いていたので、船長が、小串漁港に帰ることと
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し、左舵約１０°を取って左転中、１９時０５分ごろ、船首が北西方

を向いた際、右舷側から波を受け、右舷に約２０°傾斜した状態にな

った。 

船長は、所属漁業協同組合に救助を要請し、本船は、来援した僚船

にえい
．．

航されて小串漁港に帰った。 

なお、本船に積載していた漁獲物は、小串漁港で僚船に移し替えら

れた後、相浦漁港に運ばれた。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 北東、風速 約４～５m/s、視界 良好 

海象：波高 約１.５～２.０ｍ、波向 北東 

 その他の事項 本船は、船首から、船首甲板、上甲板、操舵室及び船員室等となっ

ており、上甲板下に船首方から１～３番の魚倉があり、各倉口にはさ

ぶたが施され、さぶた間の隙間にはさぶたと同じ横幅（約１６０㎝）

及び高さ（約１２㎝）の型枠がはめ込まれており、また、操舵室及び

船員室の下が機関室であり、機関室から船尾側には右舷、中央及び左

舷の各燃料タンクが、船尾甲板下の両舷にはバラストタンクがそれぞ

れ設置されていた。 

本船は、１番魚倉に氷約０.６ｔを積み、２番魚倉に鮮魚木箱約３

００箱を格納し、３番魚倉は空倉であり、また、操舵室前から船首方

のクレーン手前までの間の上甲板には、同じ高さになるように鮮魚木

箱をさぶた上に４箱９段及び上甲板両舷に３箱１０段ずつ積み、船幅

方向（横）１列分が９６箱となり、船首尾方向（縦）に１４列積んで

いた。 

上甲板の鮮魚木箱は、全体をゴム張り化繊シート（以下「シート」

という。）で覆った上、両舷のブルワークに沿い、上甲板から約５０

㎝の高さに付設されている外径約４０㎜の鋼管に約５０㎝間隔で化繊

ロープ（外径約１０㎜、長さ約５０㎝）が取り付けられており、その

先端のステンレス製金具に順に通した化繊ロープ（外径約１０㎜、長

さ約２００ｍ）でシートと共に固定されていた。 

本船は、本インシデント発生当時、船首約１.７ｍ、船尾約２.３ｍ

の喫水であり、船体中央における海面からブルワーク上端までの高さ

が約１.１ｍとなっており、右舷に約５°傾斜すれば、その高さが、

約０.９ｍに、約２０°傾斜すれば、約０.３ｍにそれぞれ減少し、ス

カッパーから海水が上甲板に流れ込んで滞留する状況であった。 

船長は、ふだん、昼間に航行する際、波に船首を向けるように操船

していたが、本インシデント発生時、夜間であり、波の状況がよく分

からなかった。 

船長及び乗組員は、本インシデント発生後、本船内に備えていた救

命胴衣を着用して救助を待った。 

上甲板の鮮魚木箱は、本インシデント後、シート内で荷崩れするこ

となく、全体的に右舷方に約１５㎝移動していたことが確認された。 
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本船の２番魚倉に積まれた鮮魚木箱は、本インシデント当時の正確

な箱数が不明であるものの、積めるだけ積んでいたとすれば、下方の

広くなっている部分には、横１０箱及び縦４箱の合計４０箱を７段、

その上方の狭くなっているさぶた付近には横２箱及び縦２箱の合計４

箱を６段の総計３０４箱を積むことができ、下方７段が約１０㎝、上

方６段が約１７㎝それぞれ右舷側壁に移動できる隙間があった。 

本船は、本インシデント発生時、操舵室右舷の出入口扉及び機関室

への左舷出入口引き戸が開放された状態であり、海水が、操舵室右舷

出入口から同室内に打ち込んで照明用分電盤の電磁接触器にかかり、

漏電が発生していたものの、機関室内には流れ込んでいなかったこと

が、本インシデント後、確認された。  

本船は、魚倉に酸素を送るための装置を格納していた鋼製道具箱

が、操舵室に上がる右舷階段直下の上甲板上に置かれていたが、本イ

ンシデント後、右舷方に移動しており、右舷船首側角の上甲板から約

１５㎝の高さに擦過痕があり、また、ブルワークに沿わせて配管され

ていた上甲板からの高さ約１５㎝にあった外径約８０㎜の塩化ビニー

ル製の右舷バラストタンク用配管（以下「右舷バラスト管」とい

う。）の連結部が損傷して外れており、右舷バラストタンク（容量約

１.１ｔ）に海水が約１ｔ入っていることが判明した。 

本船の右舷燃料タンクには、上甲板から約３０㎝の高さの外気につ

ながる空気抜き管が右舷船尾ブルワーク寄りに付設されており、本イ

ンシデント発生時、燃料タンクの全てを共通にして使用していたの

で、本インシデント後、全燃料タンクで約２kℓあった燃料が、混入し

た約４００ℓの海水によって汚損されていることが判明した。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

あり 

なし 

 本船は、小串漁港東方沖を漁獲物を積載して東北東進中、北東の波

を左舷前方に受けて横揺れした際、上甲板及び２番魚倉に積載してい

た鮮魚木箱が全体的に右舷方に滑って移動し、右舷側に約５°傾斜し

た後、上甲板に流れ込んで滞留していた海水が右舷バラストタンク及

び燃料タンクに流れ込むようになり、小串漁港に帰ろうとして左転

中、右舷側からの波を受け、更に海水が右舷バラストタンク及び燃料

タンクに流れ込んだことから、右舷に約２０°傾斜して運航不能にな

ったものと考えられる。 

本船は、鋼製道具箱の擦過痕が右舷バラスト管の外れた連結部に合

致していたことから、船体の右舷傾斜により、右舷方に移動した鋼製

道具箱が右舷バラスト管の連結部に接触し、同連結部が外れ、上甲板

に流れ込んで滞留していた海水が、同連結部に生じた開口部から右舷
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バラストタンクに、右舷燃料タンクの空気抜き管から燃料タンクにそ

れぞれ流れ込むようになり、右舷傾斜が継続して増加したものと考え

られる。 

原因  本インシデントは、夜間、本船が、漁獲物を積載して小串漁港東方

沖を東北東進中、北東の波を左舷前方に受け、横揺れした際、上甲板

及び２番魚倉に積載していた鮮魚木箱が全体的に右舷方に滑って移動

し、右舷に約５°傾斜した後、上甲板に流れ込んで滞留していた海水

が右舷バラストタンク及び燃料タンクに流れ込むようになり、小串漁

港に帰ろうとして左転中、右舷側からの波を受け、更に海水が右舷バ

ラストタンク及び燃料タンクに流れ込んだため、右舷に約２０°傾斜

したことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・上甲板に漁獲物を入れた木箱等を高く積載すれば、魚倉の低所に

積む場合に比べ、波を受けて船体が横揺れした際、積載した木箱

等が横移動するなどし、船体傾斜が増加する虞があるので、上甲

板には、漁獲物を入れた木箱等を積載し過ぎないこと。 

 


